
東邦大学医療センター大森病院臨床研修プログラム 

腎臓内科･腎臓外科専門研修コース（大森） 

 
募集定員                             
若干名 
 
コースの特徴                           
腎臓病は蛋白尿、血尿から始まり、時に急性の経過を辿り、時に慢性の経過を辿りながら、末期慢性腎

不全に至り、透析療法・腎移植を必要とする疾患で、小児～成人まで幅広く起こり得ます。わがセンタ

ーは、この絶え間ない腎臓病の生涯医療を専門性の高い同じスタッフで診療する「内科」「外科」で構

成された日本で唯一の合同医療機関です。 
その診療は学生のころに学んだ「腎炎・ネフローゼ」「水・電解質」に留まらず、透析、腎移植前の「腎

保護療法を主体とした保存期慢性腎不全管理」、透析、腎移植後「血液透析・腹膜透析管理および合併

症」「腎移植管理および合併症」「腎不全泌尿器科疾患」を行っています。腎炎・ネフローゼでは病理学

の知識とステロイド、免疫抑制薬の知識が必要とされ、腎保護療法では栄養・代謝学、体液組成、血圧

の知識が必要とされ、透析医療、腎移植医療では専門性の高い知識が必要とされます。そして腎臓病の

生涯医療を行うということは単に疾患を診るのではなく、人間を診るということを意味し、腎不全に伴

う「心血管系合併症、感染症、内分泌、そして心のケア」に精通する必要があり、実に多岐、多彩です。 
我々「内科」「外科」「小児科」スタッフはこの腎臓病の生涯医療に対し、お互いの「generality」と

「speciality」を堅持し、尊重し合いながら腎臓病全般に取り組んでいます。 
 
研修カリキュラム 
【腎臓内科コース】 １年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院腎センター 
研修期間 
1 年 
習得内容 
腎臓医として臨床に従事しつつ必要な基礎知識(腎生理や腎病理など)を学び検査技術を習得する（腎生

検、透析用バスキュラーアクセスカテーテル挿入、経皮的バスキュラーアクセス静脈拡張術や CT･US･
RI など）。カンファレンスや勉強会には積極的に参加し基礎とともに専門知識も同時に学ぶ。腎炎から

腎移植までの包括的腎臓病治療を実践し、次年度以降の研修課題を明らかにする。 
 
２～３年目  
病院名・診療科 
各関連施設（済生会横浜市東部病院、SUBARU 健康保険組合太田記念病院） 
研修期間 
2 年 
習得内容 
一般内科として勤務し内科認定医・専門医に必要な症例を経験し、各科の診断治療のアプローチとマネ



ージメントを習得する。急性期病院での研修を生かし腎炎やネフローゼ症候群の治療に加え、急性腎障

害（AKI）や急性血液浄化などの急性期治療に携わる。また腹膜透析や血液透析の導入と管理、合併症

の治療を学ぶ。ここで内科認定医の取得を目標とする。 
 
４年目  
病院名・診療科 
大学もしくは各関連施設 
研修期間 
1 年 
習得内容 
腎臓内科として専門の知識と技術を高め、指導医とともに診療するだけでなく研修医の教育にも携わる。

所属学会の発表や論文なども指導を受けながら行う。特に大学勤務の場合、学会で積極的に発表し論文

提出する。 
 
５年目  
病院名・診療科 
大学もしくは各関連施設 
研修期間 
1 年 
習得内容 
腎臓内科として専門領域の治療を中心に行う。但し科の特質上腎臓病患者の様々な合併症の治療に関わ

るため、その中心的な役割を担い他科と連携して治療に当たる。自ら班の中心となり診断・治療の組み

立てをリードしつつ、下級医の指導や学会活動にも積極的に参加する。専門医試験用サマリーを作成す

る。 
 
専門医の取得 

 
 
【腎臓外科コース】  
１年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院腎センター 
研修期間 
1 年 
習得内容 
腎臓医として臨床に従事しつつ必要な基礎知識(腎生理や腎病理など)を学び検査技術を習得する(IVP、
RP、腎生検、透析用バスキュラーアクセスカテーテル挿入、CT･US･RI)など。また、腎移植、バスキ

ュラーアクセス造設術、PTA(経皮的バスキュラーアクセス静脈拡張術)、小児先天奇形に対する手術な

どの外科的診療にあたる。カンファレンスや勉強会には積極的に参加し基礎とともに専門知識も同時に

学ぶ。腎炎から腎移植までの包括的腎臓病治療を実践し、次年度以降の研修課題を明らかにする。 



 
２～３年目  
病院名・診療科 
各関連施設（東京労災病院、都立小児総合医療センター、SUBARU 健康保険組合太田記念病院） 
研修期間 
2 年 
習得内容 
専門的知識と技術を伸ばすため指導医の下、膀胱鏡や IVP、US などの腎尿路の検査法を身につけ、バ

スキュラーアクセス造設や PTA(経皮的バスキュラーアクセス静脈拡張術)などの腎臓外科的治療(施設

によっては腎移植まで)や泌尿器科的手術を学ぶ。 
 
４年目  
病院名・診療科 
大学もしくは各関連施設 
研修期間 
1 年 
習得内容 
腎臓外科として専門の知識と技術を高め、指導医とともに診療するだけでなく研修医の教育にも携わる。

所属学会の発表や論文なども指導を受けながら行う。特に大学勤務の場合、学会で積極的に発表し論文

提出する。 
 
５年目  
病院名・診療科 
大学もしくは各関連施設 
研修期間 
1 年 
習得内容 
腎臓外科として専門領域の治療を中心に行う。但し科の特質上腎臓病患者の様々な合併症の治療に関わ

るため、その中心的な役割を担い他科と連携して治療に当たる。自ら班の中心となり診断・治療の組み

立てをリードしつつ、下級医の指導や学会活動にも積極的に参加する。専門医試験用サマリーを作成す

る。 
 
専門医の取得 

 
週間予定 
病棟回診 火曜日 8 時と金曜日 16 時 
 
【腎臓内科】 
外来診療 月曜日～土曜日 午前 初診、再診 
     火曜日 午後 腹膜透析外来 



    ＊救急患者に対しては曜日毎の担当医が随時対応します。 
     血液透析月曜日～土曜日の午前と午後に行います。 
    ＊原則として合併症による入院患者に対して行います。 
検査   火曜日、木曜日：超音波検査 
     火曜日、木曜日、金曜日：腎動態シンチグラム 
     副甲状腺インターベンション木曜日、金曜日 
＊上記以外は病棟診療を中心に勤務します。経皮的腎生検が週１－３件あります。 
 
【腎臓外科】 
外来診療 月曜日～土曜日 午前 初診、再診 
    ＊救急患者に対しては内科と同じ曜日担当医が随時対応します。 
    ＊小児腎移植に対する検査、腎生検、手術については主に火曜日に行います。 
    ＊生体腎移植手術については火曜日または木曜日に行います。 
    ＊献腎移植については献腎があった場合、随時行います。 
    ＊バスキュラーアクセス造設、PTA、腹膜透析カテーテル挿入についても随時行います。 
検査  ＊月曜日、水曜日、金曜日：ＩＶＰ、膀胱造影、バスキュラーアクセス造影 
血液透析 月曜日～土曜日の午前と午後に行います。 
    ＊原則として合併症による入院患者に対して行います。経皮的腎生検が週 2～6 件あります。 
 
【カンファレンス】 
〈月曜日～金曜日〉： 
内科医、外科医、小児科医がともに午後 16 時 45 分から移植患者や当日新患の情報や内科重症患者など

を当直医へ申し送りをします。 
〈土曜日〉： 
13 時 45 分から平日同様に移植患者の免疫抑制剤や合併症の治療について検討し、当日新患の情報や内

科重症患者などを当直医へ申し送りをします。 
〈火曜日〉（総合カンファレンス）： 
16 時 30 分からのカンファレンスに加え、新入院患者を紹介し今後の治療方針の検討を行うほか、外来

で治療に難渋した患者など互いに診断治療に苦慮した問題について内科医と外科医と小児科医が意見

を交わします。 
ここでは内科と外科と小児科医の知識や考え方を互いに学ぶ機会にもなります。 
〈水曜日〉（透析カンファレンス）： 
血液透析患者の現状の把握、今後の方針について看護師、臨床工学士とともに行います。 
〈木曜日〉：（外来カンファレンス） 
外科看護師や外来医師がカンファレンスを行います。外来患者の今後の方針を立てたり外来運営につい

て話し合ったりします。 
外科医は 7 時から外科系入院患者のカンファレンスを行います。 
〈金曜日〉： 
16 時 45 分のカンファレンスに加え、内科系カンファレンスを行います。1 週間内に行った自己腎生検

や移植腎生検を討論し、抄読・勉強会を行います。 



 
 
教育関連病院・施設 
東邦大学医療センター大森病院（内科･外科系） 
日本泌尿器科学会・日本内科学会・日本腎臓学会・日本透析医学会の各認定教育・教育関連施設 
恩賜財団済生会横浜市東部病院（内科系） 
日本内科学会・日本腎臓学会・日本透析医学会の各認定教育・教育関連施設 
SUBARU 健康保険組合太田記念病院（内科･外科系） 
日本内科学会・日本泌尿器科学会・日本腎臓学会・日本透析医学会の各認定教育・教育関連施設 
東京労災病院（外科系） 
日本泌尿器科学会・日本腎臓学会・日本透析医学会の各認定教育・教育関連施設 
都立小児総合医療センター（外科系） 
日本泌尿器科学会・日本腎臓学会・日本透析医学会の各認定教育・教育関連施設 
 
コースの実績 
現在医局員のうちプログラムを終了する卒後 8 年目以上の専門医取得率は、泌尿器科学会 100%（10/10）、
内科学会認定医 100％（11/11）、日本透析学会専門医 72.7％（8/11）、日本腎臓学会専門医 81.8％（9/11）
です。 
 
コースの指導状況 
各班に所属し、内科・外科ともに各班の班長による個別指導が行われます。 
勉強会や回診、カンファレンスにより多面的に教育し、偏った指導にならないようケアします。 
 
学位・大学院と海外留学について 
現在当科から大学院への進学者は 1 名おり、指導責任者と相談してテーマを決め研究に励んでいます。

大学院希望者は積極的に受け入れています。 
海外留学経験者も多く在籍しており、希望者には個別に研修カリキュラムを作り研修を手助けしていま

す。 
UK：Guys Hospital London University、Royal London Hospital 
USA：Cleavland Clinic など 
 
評価及び修了認定 
研修カリキュラムの各段階において自己評価し、コースの指導責任者から相対的に評価を受け、達成ま

でのアドバイスやプログラムの見直しを行います。 
まず内科認定医もしくは泌尿器科専門医を取得し、各専門医受験資格を得次第各専門医を取得して修了

認定になります。 
 
認定医・専門医の取得等 
 



学会等名 日本泌尿器科学会【腎臓外科】 

資格名 日本泌尿器科学会専門医 

資格要件 
卒後研修 2 年+泌尿器科専門研修 3 年で受験資格を取得。資格の取得は専門研修が 4
年終了していること（卒後計 6 年） 

専門資格の概要 

卒後研修 2 年+泌尿器科専門研修 3 年で受験資格を取得できる。しかし資格の取得は専門研修が 4 年終

了していること（卒後計 6 年）が条件。外科関連施設の殆どが教育施設でありほぼ規定の 6 年で取得可

能であり、少なくともこのプログラム通り卒後 7 年での取得は可能である。 

 

学会等名 日本内科学会【腎臓内科】 

資格名 日本内科学会認定医 

資格要件 教育施設 3 年以上、ACLS 履修等 

専門資格の概要 

臨床研修 2 年＋教育病院での内科研修 1 年以上＝計 3 年以上。 
当院の教育施設はすべて教育認定施設であるため問題ない。 

 

学会等名 日本腎臓学会【腎臓内科･外科】 

資格名 日本腎臓学会認定専門医 

資格要件 
日本内科学会認定医取得後 3 年以上もしくは泌尿器科学会専門医取得、学会所属 5
年以上 

専門資格の概要 

日本内科学会認定医取得後 3 年以上もしくは泌尿器科学会専門医を取得し、研修施設で 3 年以上の経験

を有すこと。当プログラムでは大学での研修期間が必要研修期間を満たす他、関連施設に研修施設も含

まれている。 

 

学会等名 日本透析医学会【腎臓内科･外科】 

資格名 日本透析医学会専門医 

資格要件 
内科学会認定医もしくは泌尿器科学会専門医を有し臨床経験 5 年以上、かつ教育認

定･関連施設で 3 年以上を終了していること。学会所属 3 年以上。 

専門資格の概要 

大学もしくは殆どの関連施設で研修 3 年以上行うことが出来るため、当科に所属して最短で 3 年で取得

できる。また認定医等の資格を有さなくても、このプログラムに沿って研修すると、当科とその関連施

設の殆どが透析医学会教育認定・関連施設であるため 5 年以上の研修で取得可能である。 

 

学会等名 日本臨床腎移植学会【腎臓内科･外科】 

資格名 日本臨床腎移植学会認定医 



資格要件 
認定施設の指定は無いが、日本内科学会認定医、日本泌尿器科学会専門医などを有

し、3 年以上学会に所属し卒後 6 年以上の臨床経験のほか所定の腎移植等の症例経

験や学会・論文発表を行うことが必要。 

専門資格の概要 

内科学会認定医もしくは泌尿器科学会専門医を取得すれば、このプログラムで大学か関連施設での勤務

が計 3 年以上になり、資格取得に必要な 10 例以上の臨床経験数や発表などの条件を満たすことが出来

る。この資格を取得するための研修が出来る施設は限りなく少なく、内科医で取得が出来るのも当施設

の特徴である。 

 
 


